
第10号
令和 3 年 ６ 月

民生委員・児童委員は民生委員法に基づき、各市町村に置かれる民間奉仕者です。
委員は都道府県知事の推薦に基づく厚生労働大臣が委嘱するもので、任期は３年です。
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第3号
平成26年6月

ミニ門松づくり

第4号
平成27年6月

老人福祉センター椿荘の清掃奉仕

5月12日は民生委員・児童委員の日です

市役所垂幕

第5号
平成28年6月

民生委員・児童委員と地域福祉推進員との合同研修会

ウィンドブレーカーを新調しました。お気軽に声を掛けてください。

第6号
平成29年6月

「赤い羽根共同募金」に協力する民生委員・児童委員（10月上旬）

民生委員制度創設100周年
　民生委員制度は、大正６年に岡山県で誕生した「済世顧問
制度」が始まりです。翌大正７年には大阪府で「方面委員制度」
が発足し、昭和３年には方面委員制度が全国に普及しまし
た。戦後（昭和21年）、民生委員令の公布により名称が「民生
委員」に改められました。
　この間、生活困窮者の支援に取り組むとともに、地域の福
祉増進のために常に重要な役割を果たしてきました。
　平成29年、民生委員制度は、済世顧問制度創設から100周
年を迎えました。

民生委員制度創設
100周年シンボルマーク
（全国民生委員児童委員連合会）

第7号
平成30年6月

第15回 野々市市障害者スポーツ交流大会（10月22日）

第8号
令和元年６月

老人福祉センター椿荘の清掃奉仕

福祉疑似体験授業（菅原小学校）

歳末たすけあいミニ門松づくり厚生労働大臣 特別表彰（前 前川一夫会長）

第9号
令和２年６月

歳末たすけあい施設慰問（富樫苑） 各地区合同グループワーク

民生委員・児童委員は民生委員法に基づき、
各市町村に置かれる民間奉仕者です。
委員は都道府県知事の推薦に基づく厚生労
働大臣が委嘱するもので、任期は３年です。



2令和 3年 6月 1日

※本誌は、「障がい者」と表記していますが、法律名や固有名詞は、そのまま記載しています。

一
、
わ
た
く
し
た
ち
は
、
隣
人
愛
を

も
っ
て
、
社
会
福
祉
の
増
進
に

努
め
ま
す
。

一
、
わ
た
く
し
た
ち
は
、
常
に
地
域

社
会
の
実
情
を
把
握
す
る
こ
と
に

努
め
ま
す
。

一
、
わ
た
く
し
た
ち
は
、
誠
意
を

も
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
生
活
上
の

相
談
に
応
じ
、
自
立
の
援
助
に

努
め
ま
す
。

一
、
わ
た
く
し
た
ち
は
、
す
べ
て
の

人
々
と
協
力
し
、
明
朗
で
健
全
な

地
域
社
会
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

一
、
わ
た
く
し
た
ち
は
、
常
に
公
正

を
旨
と
し
、
人
格
と
識
見
の
向
上

に
努
め
ま
す
。

　

日
頃
よ
り
民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動
に

ご
理
解
ご
協
力
を
い
た
だ
き
誠
に
有
り
難
う

ご
ざ
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
は
、
短
期
間
で
全
世
界
に
拡
大
し
、
多
く

の
人
々
に
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　

我
が
国
で
は
、
令
和
二
年
一
月
か
ら
感
染

が
広
が
り
、
四
月
に
全
国
に
緊
急
事
態
宣
言

が
出
さ
れ
、
そ
の
後
、
第
二
波
、
第
三
波
が

到
来
、
今
年
一
月
に
は
、
都
市
部
を
中
心
に

十
一
都
府
県
に
再
度
、
緊
急
事
態
宣
言
が
出

さ
れ
ま
し
た
。
一
年
が
経
過
し
て
も
な
お
、

終
息
の
兆
し
が
見
え
て
き
ま
せ
ん
。
今
後
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
が
終
息
へ
の
切
り
札
に
な
る

こ
と
を
期
待
し
て
や
み
ま
せ
ん
。

　

厚
生
労
働
省
は
、
令
和
二
年
か
ら
五
年
間

を
目
途
に
「
地
域
共
生
社
会
の
実
現
」
に
向

け
て
全
国
展
開
す
る
と
し
て
い
ま
す
。
民
生

委
員
・
児
童
委
員
は
、
こ
の
方
針
に
沿
っ
て

活
動
し
て
い
ま
す
が
、
一
方
で
は
、
社
会
状

況
の
変
化
に
伴
う
、
な
り
手
不
足
と
委
員
の

高
齢
化
な
ど
が
顕
在
化
し
て
い
ま
す
。

　

野
々
市
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

（
以
下
「
市
民
児
協
」
）
で
は
、
こ
れ
ら
問

題
に
加
え
、
業
務
の
効
率
化
、
働
き
な
が
ら

活
動
す
る
就
労
民
生
委
員
の
環
境
整
備
な
ど

将
来
を
見
据
え
た
市
民
児
協
改
革
を
検
討
し

て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
こ
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡
大
に
よ
り
、
昨
年
三
月
か
ら

三
ヶ
月
間
、
活
動
自
粛
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま

し
た
。
地
域
の
高
齢
者
や
支
援
を
必
要
と
す

る
皆
様
に
多
大
な
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

市
民
児
協
で
は
、
こ
の
コ
ロ
ナ
対
策
と
将

来
を
見
据
え
た
市
民
児
協
改
革
を
進
め
る
た

め
、
一
．
地
域
の
見
守
り
体
制
の
維
持　

二
．
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
の
導
入　

三
．
業
務
の
効

率
化　

四
．
関
係
機
関
と
の
連
携
の
四
つ
の

目
標
を
定
め
ま
し
た
。
そ
し
て
、
野
々
市

市
、
野
々
市
市
社
会
福
祉
協
議
会
、
金
沢
工

業
大
学
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
全
国
に
先

駆
け
、
昨
年
十
一
月
に
民
生
委
員
・
児
童
委

員
九
十
九
名
全
員
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
配
布
し

ま
し
た
。
さ
ら
に
昨
年
末
に
は
コ
ロ
ナ
禍
に

お
け
る
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
、
研
修
会
の
開
催
や
会

議
資
料
配
信
な
ど
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
を
実
施

し
、
関
係
機
関
や
委
員
間
の
情
報
共
有
を
行

い
、
活
動
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
試
み
を
進

め
て
き
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
こ
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活
用
し
、

な
り
手
不
足
解
消
、
就
労
民
生
委
員
の
環
境

整
備
、
民
生
委
員
の
若
返
り
な
ど
の
一
助
に

つ
な
げ
、
「
地
域
共
生
社
会
の
実
現
」
に
向

け
て
活
動
強
化
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
こ
の
市
民
児
協
の
試
み

が
必
ず
や
地
域
の
皆
様
の
お
役
に
立
て
る
も

の
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
試

み
は
、
全
国
紙
、
地
方
紙
、
福
祉
関
係
の
機

関
紙
、
広
報
誌
な
ど
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
な

ど
注
目
を
集
め
て
お
り
、
県
内
外
に
波
及
す

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
皆

様
に
は
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動
に
ご

理
解
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

将
来
を
見
据
え
た
野
々
市
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
の
試
み

野
々
市
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会　

会　

長

東　

  

伸
明

マスク贈呈　6月 23日



3 民児協だより

　

Ｗ
ｅ
ｂ
検
討
委
員
会
の
こ
れ
ま
で
の
経
過
を

記
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
導
入
す
る
こ
と
が
決
ま
り
、

昨
年
九
月
末
に
Ｗ
ｅ
ｂ
検
討
委
員
会
を
発
足
し

ま
し
た
。

　

当
時
は
、
学
校
や
学
習
塾
な
ど
が
オ
ン
ラ
イ

ン
授
業
に
向
け
て
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
大
量
に
利

用
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
一
括
購
入
で
き
る

か
ど
う
か
が
懸
念
さ
れ
ま
し
た
。

　

幸
い
に
も
タ
ブ
レ
ッ
ト
本
体
、
そ
の
他
必
要

な
も
の
は
十
月
二
十
七
日
に
一
括
し
て
納
品
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
、
委
員
会
メ
ン
バ
ー
一
同
、

ほ
っ
と
胸
を
な
で
お
ろ
し
ま
し
た
。
次
に
課
題

（
一
、
無
線
Ｗ
Ｉ
Ｆ
Ｉ
に
つ
い
て
。
二
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
、
ポ
ケ
ッ
ト
Ｗ
Ｉ
Ｆ
Ｉ
の
初
期
設
定
に

つ
い
て
。
三
、
金
沢
工
業
大
学
へ
の
タ
ブ
レ
ッ

ト
・
ア
プ
リ
の
操
作
指
導
な
ど
に
対
す
る
協

力
・
支
援
依
頼
に
つ
い
て
）
の
解
決
に
取
り
組

む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

一
つ
目
は
、
無
線
Ｗ
Ｉ
Ｆ
Ｉ
の
問
題
で
、
各

委
員
の
ネ
ッ
ト
環
境
に
つ
い
て
調
査
を
行
っ

た
と
こ
ろ
、
こ
れ
も
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
が
、
環
境
整
備
を
整
え
る
こ
と
が
必
要

だ
ろ
う
と
い
う
事
で
ポ
ケ
ッ
ト
Ｗ
Ｉ
Ｆ
Ｉ
ル
ー

タ
ー
を
全
員
に
配
布
し
ま
し
た
。

　

二
つ
目
は
、
百
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
、
ポ
ケ
ッ

ト
Ｗ
Ｉ
Ｆ
Ｉ
の
初
期
設
定
の
問
題
で
、
東
会
長

の
熱
い
思
い
に
、
Ｗ
ｅ
ｂ
委
員
で
決
意
し
、
役

員
の
力
を
借
り
、
そ
し
て
良
い
メ
ン
バ
ー
に
恵

ま
れ
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
初
期
設
定
や
ア
プ
リ
を

イ
ン
ス
ト
ー
ル
す
る
こ
と
が
、
す
べ
て
自
分
た

ち
で
設
定
で
き
た
こ
と
に
誇
り
に
思
い
ま
す
。

皆
で
力
を
合
わ
せ
れ
ば
、
成
し
遂
げ
ら
れ
る
こ

と
が
改
め
て
実
感
で
き
ま
し
た
。

　

十
一
月
二
十
四
日
の
定
例
会
開
催
日
に
全
員

に
渡
す
こ
と
が
で
き
役
目
を
果
た
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

三
つ
目
の
課
題
で
あ
る
「
金
沢
工
業
大
学
へ

の
タ
ブ
レ
ッ
ト
・
ア
プ
リ
の
操
作
指
導
な
ど

に
対
す
る
協
力
・
支
援
依
頼
に
つ
い
て
」
は
、

金
沢
工
業
大
学
は
、
野
々
市
市
と
協
定
を
結
ば

れ
て
お
り
、
「
地
域
貢
献
」
を
通
し
て
の
人
材

育
成
に
取
り
組
ま
れ
て
お
り
、
授
業
の
一
環
と

し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
市
の
助
言
も
あ

り
、
東
会
長
か
ら
タ
ブ
レ
ッ
ト
・
ア
プ
リ
操
作

の
指
導
な
ど
の
協
力
・
支
援
の
依
頼
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
際
に
は
、
快
く
ご
承
諾
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ま
た
、
情
報
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
学
部

松
林
賢
司
教
授
並
び
に
学
生
の
協
力
も
い
た
だ

け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

松
林
教
授
と
の
コ
ラ
ボ
で
進
め
て
い
く
こ
と

で
思
い
が
け
な
い
ア
プ
リ
の
提
案
も
あ
り
ま

し
た
が
、
Ｗ
ｅ
ｂ
検
討
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
が

勉
強
を
し
、
そ
の
他
全
委
員
へ
の
指
導
に
回
り

ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
す
の
で
、
メ
ン
バ
ー
及

び
教
授
・
学
生
ら
と
「
ズ
ー
ム
・
ア
プ
リ
」
に

て
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
と
な
り
、
こ
れ
ま
た
、
委
員
の

ほ
と
ん
ど
が
、
初
め
て
の
こ
と
で
し
た
。
委
員

の
メ
ン
バ
ー
は
大
半
が
六
十
歳
〜
七
十
歳
代
の

者
ば
か
り
が
新
た
な
取
り
組
み
を
す
る
と
い
う

事
は
、
気
が
重
く
、
負
担
感
が
出
る
も
の
で
す

が
、
メ
ン
バ
ー
の
う
ち
、
数
名
の
若
い
委
員
も

お
り
、
そ
の
委
員
の
優
し
い
ア
ド
バ
イ
ス
も
あ

り
、
皆
が
楽
し
く
学
ん
で
い
る
姿
や
孫
の
よ
う

な
学
生
た
ち
と
和
気
あ
い
あ
い
と
推
進
で
き
た

こ
と
が
良
か
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

当
初
の
思
い
で
は
、
委
員
全
員
へ
の
連
絡

ツ
ー
ル
と
し
て
「
結
ネ
ッ
ト
」
ア
プ
リ
を
利
用

し
て
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
慣
れ
て
も
ら
え
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
金
沢
工
業
大
学
の
学
生

た
ち
か
ら
提
案
の
あ
っ
た
ア
プ
リ
の
利
用
を
今

後
検
討
す
る
こ
と
で
、
新
た
な
日
頃
の
活
動
に

役
立
て
て
も
ら
え
る
よ
う
な
ア
プ
リ
利
用
を
す

る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
で
は
、
松
林
教
授
・
学
生
の
皆
さ
ん
の

ご
指
導
の
も
と
の
ア
プ
リ
と
野
々
市
市
が
利
・

活
用
を
推
進
し
て
い
る
「
結
ネ
ッ
ト
」
ア
プ
リ

を
九
十
九
名
の
委
員
が
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活
用

し
、
定
例
会
開
催
案
内
通
知
や
レ
ジ
ュ
メ
等
を

添
付
し
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
に
取
り
組
ん
で
お

り
ま
す
。
ま
た
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
主

任
児
童
委
員
は
、
毎
月
、
活
動
記
録
表
を
事
務

局
へ
提
出
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
が
、
こ
の

作
業
を
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
で
き
な
い
か
、
ア
プ

リ
活
用
を
お
願
い
し
て
お
り
、
全
委
員
が
待
ち

遠
し
く
、
出
来
上
が
る
こ
と
を
楽
し
み
に
ま
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
は
、
ア
プ
リ
活
用
検
討
チ
ー
ム
、
オ
ン

ラ
イ
ン
会
議
検
討
チ
ー
ム
、
研
修
会
の
資
料
検

討
チ
ー
ム
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
検
討
チ
ー
ム

を
設
置
し
て
今
後
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
対
応
し
て

い
く
所
存
で

す
。
な
お
、

Ｗ
ｅ
ｂ
検
討

委
員
会
の
名

称
を
改
め
、

Ｗ
ｅ
ｂ
委
員

会
と
し
、

ウ
イ
ズ
コ

ロ
ナ
・
ア
フ

タ
ー
コ
ロ
ナ

に
向
け
て
検

討
し
て
い
き

ま
す
。

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ  

将
来
の
野
々
市
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
に
向
け
て
の
挑
戦

 
 

 

　
　

Ｗ
ｅ
ｂ
検
討
委
員
会
を
発
足
し
て

Ｗ
ｅ
ｂ
検
討
委
員
会　

委
員
長

吉
岡　
　

潤

Web委員　1月 20日



4令和 3年 6月 1日

伊藤　久子
本町６丁目

米田　貞子
藤平田２丁目

川本　　宏
長池町

髙木　由次
堀内５丁目

大森　克成
太平寺２丁目

初野　健二
押野１丁目

山本　峰子
矢作２丁目

東　　伸明
三日市3丁目

宮本　一郎
本町１丁目県住

林　　正一
若松町

絹川　　博
菅原町

井守伊保子
押野２丁目

種池美智子
本町２丁目

吉本　章男
粟田１丁目

早川　恵子
矢作３丁目

令
和
２
年
度　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
表
彰

令
和
２
年
度　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
表
彰

厚
生
労
働
大
臣
表
彰

厚
生
労
働
大
臣
表
彰

自
治
功
労
表
彰野

々
市
市

自
治
功
労
表
彰野

々
市
市

﹇
20
年
以
上
の
者
﹈

﹇
9
年
以
上
の
者
﹈

﹇

﹈

20
年
以
上
の
者  

も
し
く
は

会
長
経
験
者
は
18
年
以
上
の
者

石
川
県
知
事
表
彰

石
川
県
知
事
表
彰

石
川
県
知
事
表
彰

野
々
市
市
社
会
福
祉
功
労
者
表
彰

野
々
市
市
社
会
福
祉
功
労
者
表
彰

高
橋
　
吉
隆

越
野
　
鈴
江

前
川
　
一
夫

渡
瀬
フ
ミ
エ

川
中
　
惠
子

勝
村
　
清
和

高
野
ま
り
子

永
下
　
宣
之

越
田
陽
志
榮

山
田
　
京
子

炭
谷
　
好
子

泉
　
栄
太
郎

【
退
任
者
】

本
町
一
丁
目

本
町
二
丁
目

本
町
五
丁
目

本
町
五
丁
目

菅

原

町

菅
原
団
地

新
庄
二
丁
目

新
庄
四
丁
目

新
庄
五
丁
目

三
納
二
丁
目

太
平
寺
四
丁
目

稲
荷
三
丁
目
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新任委員
紹　　介無量井正人

本町２丁目

令和2年12月7日付

駒井　一友
本町3丁目

令和2年12月7日付

尾西　陽子
田尻町・蓮華寺町

令和2年10月6日付

活動あれこれ活動あれこれ 民児協独自の活動や、行政及び関係機関との協力活動も行っております。

生活福祉委員会　9月 14日

児童福祉委員会　10月 23日

定例会時体温チェック　9月 14日

タブレット説明会　11月 28日　

障害者福祉委員会　9月 14日

高齢者福祉委員会　10月 23日

赤い羽根共同募金　10月 7日

WEB委員会議　１月20日　
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民
生
委
員
・
児
童
委
員
を
受
け
て

本
町
地
区

田
圃
　
志
津
子

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員

を
受
け
て
五
年
目
と
な
り

ま
し
た
。
地
区
の
高
齢

者
の
方
々
を
覚
え
る
事
か
ら
の
始
ま
り
で

し
た
。
今
で
は
、
皆
さ
ん
も
私
の
事
を
覚

え
て
頂
け
、
不
審
な
勧
誘
、
詐
欺
等
の
事

例
が
記
載
さ
れ
て
い
る
「
見
守
り
新
鮮
情

報
」
の
チ
ラ
シ
を
持
っ
て
行
く
と
「
こ
の

情
報
見
て
助
か
り
ま
し
た
」
「
お
喋
り
出
来

て
元
気
が
出
ま
す
」
等
の
言
葉
を
聞
い
て
私

自
身
も
と
て
も
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
昨
年
か
ら
コ
ロ
ナ
禍
で
会
う

機
会
も
少
な
く
、
こ
の
一
年
間
ほ
と
ん
ど

の
行
事
も
中
止
と
な
り
、
配
布
物
も
ポ
ス

ト
イ
ン
に
変
更
、
電
話
で
の
確
認
が
増
え

ま
し
た
。
と
て
も
悲
し
い
年
と
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
高
齢
者
の
方
々
に
元
気

と
笑
顔
で
過
ご
し
て
頂
き
た
く
、
社
会
福

祉
協
議
会
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、

地
域
福
祉
推
進
員
の
皆
さ
ん
と
協
力
し
な

が
ら
見
守
っ
て
い
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま

す
。
一
日
も
早
く
こ
の
コ
ロ
ナ
が
収
束
し

て
行
く
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

さ
ぁ
、
下
林
会
館
に
集
ま
り
ま

し
ょ
う
！

富
奥
地
区

長
　
　
保
夫

　

何
も
分
か
ら
な
い
ま
ま

に
、
民
生
委
員
の
活
動
を

し
て
い
た
と
き
に
、
富
奥

地
区
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
、
健

康
体
操
再
開
の
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員
と
の
協

力
の
も
と
、
『
お
た
っ
し
ゃ
サ
ロ
ン
下

林
』
と
称
し
、
町
内
六
十
五
歳
以
上
の
高

齢
者
を
対
象
に
発
足
し
て
、
四
年
目
に
な

り
ま
し
た
。

地
域
福
祉
推
進
員
が
リ
ー
ダ
ー
と
な

り
、
今
は
ま
だ
十
名
ほ
ど
の
参
加
で
す
が
、

月
三
回
、
午
前
十
時
か
ら
、
お
た
っ
し
ゃ
体

操
や
ゲ
ー
ム
な
ど
で
、
汗
を
か
き
笑
顔
で
楽

し
い
一
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
外
部
講
師
を
招
い
て
の
自
己
研

鑽
や
、
年
一
回
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
体
力
測
定
及
び
金
城
大
学
の
認
知

症
テ
ス
ト
を
実
施
し
て
、
皆
さ
ん
の
体

力
・
気
力
・
知
力
の
向
上
に
も
励
ん
で
い

ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
収
束
は
ま
だ
の
よ
う
で
す

が
、
引
き
こ
も
ら
ず
気
分
転
換
の
つ
も
り

で
、
集
ま
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

二
期
目
の
今
は
、
皆
さ
ん
と
の
出
会
い

を
求
め
て
町
内
を
巡
っ
て
い
ま
す
。
一
声

掛
け
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

五
年
目
を
迎
え
て
・
・
・

郷
地
区

高
野
　
外
志
夫

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員

を
受
け
る
に
あ
た
り
そ
の

役
割
に
つ
い
て
調
べ
た

と
こ
ろ
、
一
般
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と

違
い
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動
は
法

律
に
よ
っ
て
職
務
な
ど
が
規
定
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
内
容
を
熟
知
し
て
お
く
こ
と
が

大
切
で
あ
る
と
知
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

自
分
に
務
ま
る
か
不
安
を
感
じ
な
が
ら
委

嘱
状
伝
達
式
を
迎
え
た
こ
と
が
思
い
出
さ

れ
ま
す
。

　

そ
の
後
、
定
例
会
・
地
区
定
例
会
へ
の

出
席
や
研
修
会
等
に
も
積
極
的
に
参
加
す

る
こ
と
で
、
少
し
ず
つ
活
動
内
容
を
理
解

す
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
、
当
初

は
特
に
意
識
せ
ず
唱
和
し
て
い
た
民
生
委

員
児
童
委
員
信
条
も
、
今
で
は
活
動
の
基

本
姿
勢
と
し
て
理
解
し
、
常
に
心
が
け
て

行
動
す
る
こ
と
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

知
識
の
蓄
積
が
あ
っ
て
こ
そ
良
い
知
恵

が
生
ま
れ
る
と
思
う
の
で
、
与
え
ら
れ
た

資
料
は
も
と
よ
り
昨
年
貸
与
さ
れ
た
タ
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し
た
。

　

今
、
マ
ス
ク
が
欠
か
せ
な
い
こ
の
事
態

を
子
ど
も
た
ち
は
心
の
中
に
ど
う
受
け
止

め
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
私
た
ち
大
人
は
ど

の
様
な
時
で
も
子
ど
も
た
ち
を
守
り
、
寄

り
そ
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

ブ
レ
ッ
ト
を
活
用
し
、
地
域
住
民
が
抱
え

る
問
題
に
対
応
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
カ
フ
ェ
や
サ
ロ
ン
の
中
で
の
何
気
な

い
会
話
に
も
耳
を
傾
け
、
民
生
委
員
・
児

童
委
員
活
動
に
生
か
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

浪ろ
う
ろ
う々

改か
い

悟ご

の
ま
っ
た
だ
な
か

　
　
　
　
　
　
押
野
地
区

岡
田
　
　
稔

　

表
題
は
、
い
や
い
や
な

が
ら
四
年
前
に
お
受
け
し

た
こ
の
仕
事
へ
の
目
下
の

心
境
で
す
。
今
後
も
こ
の
気
分
で
や
り
通
せ

れ
ば
と
思
え
る
の
も
有
難
い
こ
と
で
す
。

　

私
の
活
動
は
日
々
の
浪
々
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
の
う
ち
、
何
千
歩
か
を
高
齢
者
等
住
宅

の
見
守
り
に
充
て
、
窓
・
カ
ー
テ
ン
や

玄
関
の
開
き
具
合
、
郵
便
ポ
ス
ト
や
新
聞

受
け
、
そ
し
て
、
夜
間
ゴ
ミ
出
時
に
は
部

屋
明
り
の
様
子
、
さ
ら
に
は
雪
か
き
な
ど

の
日
々
の
変
化
を
さ
り
げ
な
く
、
で
も
じ

ろ
じ
ろ
と
観
回
す
と
い
う
「
ぶ
ら
ぶ
ら

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
」
で
す
。
時
折
、
声
掛
け

し
て
み
ま
す
と
概
し
て
ニ
コ
ニ
コ
と
顔
出

し
さ
れ
る
の
を
見
る
と
ち
ょ
っ
と
安
堵
し

ま
す
。

　

さ
て
、
布
水
中
学
校
の
生
徒
会
で
は
二

年
前
か
ら
、
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
へ
年
末

に
鉢
植
の
花
を
贈
呈
さ
れ
、
私
は
個
別

訪
問
の
道
先
案
内
人
と
し
て
中
学
生
数
名

と
一
緒
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
回
っ
て
い
ま

す
。
大
変
に
喜
ば
れ
、
中
に
は
感
激
し
て

目
に
涙
の
人
も
お
ら
れ
ま
す
。

　

同
じ
高
齢
者
の
私
よ
り
歓
迎
さ
れ
て
い

る
な
ぁ
と
ひ
が
み
つ
つ
も
、
コ
ロ
ナ
収
束

後
は
私
の
た
め
に
も
ヤ
ン
グ
と
の
イ
ベ
ン

ト
を
や
れ
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
、
思
う
こ
と

郷
地
区
主
任
児
童
委
員

西
川
　
千
恵
子

　

主
任
児
童
委
員
の
委
嘱

を
受
け
て
、
三
期
目
に
な

り
ま
し
た
。
周
囲
の
委
員

の
方
々
に
助
け
ら
れ
、
本
当
に
感
謝
を
し

て
お
り
ま
す
。

　

世
の
中
は
新
型
コ
ロ
ナ
で
大
変
な
情
況

に
な
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
は
、
緊
急
事
態

宣
言
が
出
て
、
保
育
園
や
学
校
、
職
場

等
が
休
み
に
な
っ
た
り
、
営
業
短
縮
に
な

り
、
小
さ
い
子
ど
も
た
ち
を
一
人
で
家
に

残
す
こ
と
は
で
き
ず
、
ど
う
し
た
ら
良
い

か
と
悩
む
大
人
た
ち
の
姿
を
テ
レ
ビ
等
で

見
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
も
家
の
中
で
の
生
活
が
中

心
に
な
り
、
身
体
を
動
か
す
事
も
少
な
く

精
神
的
に
追
い
つ
め
ら
れ
る
事
も
多
か
っ

た
か
と
思
い
ま
す
。

　

私
た
ち
委
員
も
保
育
園
や
学
校
で
、
子

ど
も
た
ち
の
様
子
を
知
る
事
が
で
き
る
多

く
の
行
事
が
密
回
避
の
た
め
に
参
加
中
止

と
な
り
、
残
念
で
さ
み
し
い
思
い
を
し
ま

児
童
憲
章
　
前
文

わ
れ
ら
は
、
日
本
国
憲
法
の
精
神
に
し

た
が
い
、
児
童
に
対
す
る
正
し
い
観
念

を
確
立
し
、
す
べ
て
の
児
童
の
幸
福
を

は
か
る
た
め
に
、
こ
の
憲
章
を
定
め
る
。

児
童
は
、
人
と
し
て
尊
ば
れ
る
。

児
童
は
、
社
会
の
一
員
と
し
て

重
ん
ぜ
ら
れ
る
。

児
童
は
、
よ
い
環
境
の
な
か
で

育
て
ら
れ
る
。
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ステキに育ったビオラ

布水中学校との協力活動 花プロジェクト花プロジェクト  生徒と一緒に取り組み

今年も色鮮やかに咲きました

　新たな令和３年を迎えても、新型コロナウイルスの感染拡大が続き、未だ収束
が見られません。不安が募る日々が続いています。
　私のできる感染予防として、手洗い・マスクの着用に加え、外出・会食の自粛、
３つの密（密閉・密集・密接）の回避など、これからも愚直に行います。新型コロ
ナウイルスのワクチン予防接種が始まり、終息へのわずかな「光」が見えてきたよ
うに感じます。本誌もようやく、委員各位の協力を得て、第10号を発行する運び
となりました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（林　正一）

～白いビオラのつぶやき～
　わたしは、昨年11月布水中学校生徒さんたちから
贈られたビオラです。日々のお世話と愛情で、今で
はこんなに大きくそして美人になれました。布水中
学校の生徒さん、仲村徳成さま　ありがとう・・・

　昨年度より取り組んでいる校区単身お年寄り宅への花鉢配布活
動「花をとおして、地域とつながろう」では、コロナ禍の中、お
年寄りとの接触を防ぎ、民生児童委員の皆様に鉢を託し、170名
を超えるボランティア生徒が参加をして270の花鉢を配ることが
できました。
　参加した生徒は「なんとか民生委員さんに渡すと、とてもうれ
しそうだったので、協力してよかったです。」等の感想を持ち、
人に喜んでもらえることや役に立つことを実感し、充実感や達成
感を味わうことができました。

　今年もとても可愛いパンジーが咲きました。あ
まりの可愛さに、日々心が癒やされています。
　布水中学校の皆様方に御礼をお伝え頂ければ幸
いに存じます。どうぞよろしくお願い致します。

４班　吉田

こ

民生委員・児童委員（主任児童委員）です。
生活上の心配ごと、困りごとをご相談ください

問い合わせ先

野々市市民生委員児童委員協議会
事務局　社会福祉法人  野々市市社会福祉協議会
石川県野々市市本町5丁目18番5号　TEL  246 － 0112

ん に ち は

相談内容の
秘密は守ります


